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A. 研究目的 

 近年，世界の政情が不安定となりテロのリス
クが高まっている．海外では各地でテロが起こ
っており，日本でも伊勢志摩サミットやオリン
ピックなどテロのターゲットとなりやすい行
事が予定されていることから，テロに対する対
策を十分に行っておく必要がある．ただし一般
的にテロの中でもバイオテロに対する関心は
やや低い傾向にあるため，その対策は遅れがち
であると考えられる．そこで，本研究において
は，各医療機関が今後，バイオテロに対する準
備を行う上で必要なバイオテロを疑う時シー
トを作成することを目的にしている． 
 

B. 研究方法 
 現在の医療機関が置かれた状況を考慮して，
より実践的で効率的な内容にすることを目標
に，バイオテロを疑う時シートを作成し，治療
と感染対策に関する部分を分担して執筆した． 
 
【倫理面への配慮】 
バイオテロを疑う時シートに患者等の個人情
報を扱う内容は含まれていない．また，バイオ

テロの被害を受けた患者に対する扱いについ
ては，倫理面での配慮を行いながら執筆を行っ
た． 
 

C. 研究結果 
 本研究班の分担研究者でもある鯉渕智彦先
生（東京大学医科学研究所）らと協力して，現
在の医療機関が置かれた状況を考慮した上で，
より実践的で効率的な内容にすることを目指
して，バイオテロを疑う時シートの治療と感染
対策に関する案を作成した． 
 バイオテロを疑う時シートの項目は，①バイ
オテロについて，②バイオテロに対する感染対
策，③代表的なバオテロ疾患，④代表的なバイ
オテロ関連疾患の治療，⑤各種ホームページ・
問い合わせ，となっており，主要な疾患を取り
上げながら図表を提示し，一目で項目ごとに全
体像が把握できるよう工夫した． 
 なお，バイオテロを疑う時シートの印刷物は
全国の病院（約 990 施設）に郵送・配布した． 
 

D. 考察 
 バイオテロを疑う時シートは全国の病院，約
990 施設に配布しており，非常時に活用しても
らうと同時に，バイオテロ対策の啓発にも有用
と考えている．ただし実際に配布できた医療機
関は全病院の1割を超える程度と推定されるた
め，今後は印刷物に加えて，PDF としてダウン
ロード可能にできないか検討する必要がある

研究要旨：国際情勢の最近の変化によって，テロの脅威はさらに深刻化してきている．2020年には日本で
もオリンピックが予定されており，さらにテロのリスクが高まるため，対策の充実は不可欠である．医療
機関はNBCテロの中でもバイオテロ対策への対応が重視されるが，現時点では準備が十分になされたとは
言えない．その背景には医療機関向けのバイオテロ対策に関連する情報が限られているのも一因と考えら
れる．そこで今年度，本研究では国内の医療機関向けにバイオテロを疑う時シートを作成することを主な
目的としている．本研究班の分担研究員である鯉渕智彦講師（東京大学医科学研究所）らとともに検討し，
内容を分担してバイオテロを疑う時シートを作成した． 
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と思われる． 
 現在，国内でもテロを警戒する意識は少しず
つ高まっているが，バイオテロに対する関心は
高いとは言えず，医療機関においてもその対策
はほとんどなされていないのが現状である．し
かも，バイオテロ発生時は病原体が確定できず，
さまざまな状況を広く想定しながら対応せざ
るを得ない．そこで，必要最小限かつ有効な対
処法を提示できるよう，今回作成したバイオテ
ロを疑う時シートを活用していただく必要が
あると思われる． 
 

E. 結論 
 各医療機関がバイオテロ対策を実施する上
での参考となるバイオテロを疑う時シートを
作成した．今後，さらに実際の医療現場で活用
できる内容にできるようブラッシュアップを
行っていく必要がある． 
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